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TEL 022-717-7740（肝胆膵）／7742（移植） 完全予約制 完全予約制

　私たちの腫瘍内科は、主に進行・再発のがん患者さんを対象として、がん薬
物療法とその副作用および合併症に対する支持療法を担当する診療科です。
対象疾患は消化器系の悪性腫瘍やその他の臓器や希少がん・難治がんなど
で、それらに対するがん薬物療法を中心とした治療を積極的に行っています。
　2018年2月、当院はがんゲノム医療中核拠点病院に指定され、がんゲノム
医療の東北地方の拠点になりました。当科は院内関連診療科と連携病院と協
力し、がん遺伝子パネル検査（別名、がんゲノムプロファイリング検査）のエキ
スパートパネル（最終診断のための専門家会議）を主催し、がんのゲノム検査
の結果に基づいた診療、臨床研究、治験を実施しています。
　当科の外来診療は東病棟4階（診察室5室）で、入院診療は西病棟16階
（病床数26床）で行っています。また、治療の多くは外来に隣接する化学療法
センターで実施しています。当院の化学療法センターは全国大学病院中で最
大規模（35床、年間約16,000件の治療）であり、当科はその運営の一翼を担
います。専門性の高い看護師や薬剤師等のスタッフのもと、安全かつ快適に治
療を受けていただけます。

内科

腫瘍内科
石岡 千加史 科長

消化器がん
（食道、胃、大腸、肝・胆・膵、消化管間質腫瘍）
頭頸部がん　　　
骨軟部腫瘍

細胞腫瘍悪性黒色腫瘍

神経内分泌腫瘍

原発不明がん
上記以外の希少がん・難治がん
特定遺伝子に変異を有するがん
遺伝性腫瘍・家族性腫瘍
その他の悪性腫瘍全般

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　我々は、肝胆膵領域の良性疾患から癌の外科治療、移植医療を専門とした
日本有数の症例数を誇る施設です。
　胆道及び膵臓分野では、当科が代表となり行った多施設共同研究により
切除可能膵癌に対する術前化学療法の有効性を示し、現在の標準治療を
確立しました。他院で切除不能と言われた膵癌、胆道癌でも、化学療法と手
術を組み合わせた集学的治療により良好な成績を発表しています。また、肝
胆膵領域の内視鏡技術認定医が数多く在籍し、内視鏡やロボット手術を積
極的に取り入れています。エビデンスの創出が患者さんの幸せに繋がるよ
う、日々新しいことに挑戦し続けています。
　肝臓分野では、肝癌に対して腹腔鏡やロボット肝切除を取り入れ、安全で低
侵襲な手術を行っております。移植分野では、肝・膵・腎移植を行っております。
肝移植はこれまで230例施行し、近年の5年生存率は90％以上と非常に良好な
成績を得ており、先進医療である切除不能肝門部領域胆管癌・切除不能大腸癌
肝転移に対する生体肝移植にも取り組んでいます。また膵腎同時移植16例、膵
島移植3例、腎移植150例を施行し、いずれも良好な成績を維持しております。

外科

総合外科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

海野 倫明 科長

TEL 022-717-7879（外来） 完全予約制

肝臓：肝細胞癌、転移性肝癌、肝巨大血管腫、
肝内結石症、門脈圧亢進症、肝胆膵領域近傍の
後腹膜腫瘍など／胆道：肝内胆管癌、肝外胆管
癌、胆嚢癌、乳頭部癌、十二指腸癌、膵・胆道合
流異常症、先天性胆道拡張症など／膵臓：膵臓
癌、嚢胞性膵腫瘍(IPMN, MCN)、膵神経内分
泌腫瘍(pNET)、慢性膵炎など／肝移植：ウイ
ルス性肝硬変、肝細胞癌、アルコール性肝炎、
非アルコール性脂肪肝炎、原発性胆汁性胆管
炎、原発性硬化性胆管炎、急性肝不全など／腎
移植：末期腎不全／膵・膵島移植：１型糖尿病

（肝胆膵・移植グループ）

総合外科（上部消化管・血管グループ）

総合外科（下部消化管グループ）

　私たちは上部消化管（食道・胃）外科、腹部・末梢血管外科を中心に診療を
行なっており、豊富な経験から日本をリードする実績を誇っております。
　食道外科では本邦初の胸腔鏡下食道癌手術を開始して以降、高度進行癌に
対してもロボット手術含め低侵襲な手術を行っている他、ESDや光線力学療法
などQOLを重視した局所治療も広く提供しています。また、食道アカラシアに対
するPOEMなど食道良性疾患に対する最新の外科治療も行っています。
　胃外科では腹腔鏡、ロボット手術による低侵襲な胃癌手術を標準的に行っ
ています。病的肥満症の外科治療では、保険診療のスリーブ状胃切除術と先進
医療のスリーブ・バイパス術を施行しています。高い減量効果と糖尿病改善効
果があり、QOL、生命予後の改善が期待されます。
　血管外科では脈管疾患を幅広く診療しています。近年、血管疾患に対する治
療は従来の直達手術とともに血管内治療（ステント治療）も大きく進歩してお
り、より低侵襲な治療が可能となっています。これらの治療法にはそれぞれ長
所・短所があり、病変部位や重症度と患者さんの耐術能を検討して適切な治
療の提供を心がけております。

外科

TEL 022-717-7742（食道・血管）／7740（胃）

胸部食道癌、食道胃接合部癌、頸部食道癌、食
道アカラシア、食道運動機能異常、食道裂孔ヘ
ルニア、難治性逆流性食道炎、食道良性腫瘍、
食道憩室、特発性食道破裂、機械的食道損傷、
食道異物、胃癌、GIST、胃十二指腸潰瘍穿孔、
病的肥満症、腹壁瘢痕ヘルニア、鼠経ヘルニ
ア、腹部大動脈瘤、末梢動脈疾患、腹部内臓動
脈疾患、腎動脈疾患、下肢静脈瘤、深部静脈血
栓症、静脈疾患一般、透析用バスキュラーアク
セス、血管損傷

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

　下部消化管グループは、小腸・大腸の良性・悪性疾患を診療しています。
　悪性疾患の大腸癌に対する手術は、原則、腹腔鏡・ロボット手術で行いま
す。直腸癌ではできるだけ自然肛門を残し人工肛門を避ける手術（括約筋間
直腸切除術：ISR）を心がけています。また、進行直腸癌に対し、術前化学放
射線療法後に手術を行うことで、機能温存と根治性の向上を目指していま
す。さらに、遠隔転移例、局所再発例には手術療法・放射線療法・化学療法を
組み合わせ治療成績の向上に努めています。家族性大腸腺腫症、神経内分
泌腫瘍（カルチノイド）、消化管間質性腫瘍（GIST）、悪性黒色種など稀腫瘍
に対する手術治療にも対応しています。良性疾患では、潰瘍性大腸炎やク
ローン病などの炎症性腸疾患に力を入れているのも当科の特徴です。潰瘍性
大腸炎では大腸を全摘して、自然排便が可能な回腸・肛門吻合術を標準とし
ています。クローン病では病変部の狭窄が高度な場合は病変部の切除を行
いますが、比較的軽度の場合は狭窄を解除する術式を組み合わせ、可能な限
り腸管を温存し、短腸症候群の予防に努めています。

外科

主な対象疾患

診療科WEB

外来担当医表

大腸癌(結腸癌・直腸癌）に対する腹腔鏡手術・
ロボット手術／直腸癌に対する肛門機能温存
手術／進行大腸癌・大腸癌再発に対する積極
的切除、集学的治療／遺伝性大腸癌（家族性大
腸腺腫症、リンチ症候群）に対する手術治療／
神経内分泌腫瘍（カルチノイド）、消化管間質性
腫瘍（GIST）、悪性黒色腫など稀少腫瘍に対す
る手術治療／炎症性腸疾患（クローン病、潰瘍
性大腸炎）に対する腹腔鏡を中心とした手術治
療／人工肛門（ストマ）ケア、短腸症候群の予防
と管理中心静脈栄養カテーテル・ポート管理

大沼 忍 科長TEL 022-717-7740（外来）

亀井 尚 科長一部予約制
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